
新規・拡充事業

①事 業 名 【２７】６年制薬学教育支援プログラム

②主管課及び関 （主管課）高等教育局医学教育課（課長：石野 利和）
（ ）係課 課長名

③施策目標及び 施策目標３－１ 大学などにおける教育研究の質の向上
達成目標 達成目標３－１－１ 各大学の個性・特色を踏まえた人材の育成機能を強化するため、

大学における教育内容・方法等の改善・充実を図る。

④事業の概要 本事業は、薬学部（薬剤師養成の６年制の学科）を置く大学を対象に、制度改正によ
り新たに平成１８年度より設けられる６年制薬学教育による医療の担い手となる質の高
い薬剤師養成のための教育内容・方法の開発や展開等に取り組む優れた教育プログラム

、 、 、を 国公私を通じた競争的環境の中で選定し 重点的な財政支援を実施することにより
大学間での取組を促すとともに、教育内容・方法等の充実・活性化を図ることを目指す
ものである。

⑤予算額及び 平成１８年度概算要求額：４８０百万円（新規）
事業開始年度 事 業 開 始 年 度：平成１８年度

⑥事業開始時に 〔拡充事業の場合のみ記入〕
おいて得よう
とした効果

⑦得られた効果 〔拡充事業の場合のみ記入〕

⑧得ようとする 【得ようとする効果】 ⑨達成年度
効果及び上位 質の高い薬剤師を養成するため、薬剤師養成を行う６年制
目標との関係 の学科における教育内容・方法等の充実・活性化の取組を促 平成２０年度

進し、薬物治療に貢献できる能力や患者とのコミュニケーシ
ョン能力などの向上を図る。

【上位基本目標・達成目標との関係】
本事業により、新たに始まる６年制薬学教育の教育内容・

方法の充実が図られ、達成目標３－１－１の「各大学の個性
・特色を踏まえた人材育成機能」の強化に結びつくものと考
えられる。

⑩必要性 近年の医療技術の高度化、医薬分業の進展等に伴い医薬品の安全使用、最適な薬物療
法の提供など、医療の担い手としての薬剤師の役割が重要となっており、高い倫理観、
医療人としての知識と教養、医療現場で通用する実践力など、その資質の向上が求めら
れている。

このようなことから１８年度から薬剤師養成は従来の４年制ではなく新たに制度改正
により設けられた６年制薬学教育において行われることとなった。

このため平成１８年度から始まる６年制薬学教育の取組みの中から、国公私立大学を
通じた競争原理に基づいて特色ある優れた取組みを選定し、支援を行う「６年制薬学教
育支援プログラム」を実施し、６年制薬学教育の充実・活性化を図ることによって、国
民の信頼に応える質の高い薬剤師養成を推進するとともに、医療の質の向上に寄与する
ことを目的とするものである。

また、新制度の発足に当たって、薬学教育の円滑な実施・充実のためには、国が支援
を行っていくことが必要不可欠である。

⑪効率性 【事業に投入されるインプット（資源量 】）
本事業の予算規模は、４８０百万円であり、１プログラムあたり３２百万円である。

【事業から得られるアウトプット（活動量 】）
本事業の実施により、約１５プログラムが開発・展開される。また、国公私を通じた

、 、競争原理に基づく資源配分の最適化が図られるとともに 開発された教育プログラムが
幅広く情報提供されることから、その波及効果により薬学教育の活性化を推進すること
ができる。

、 、⑫想定できる代 本事業は 国公私を通じた競争的環境の中で特色ある優れた教育プログラムを選定し
替手段との比 重点的な財政支援を行うものである。国立大学への運営費交付金や私立大学への各種補
較考量 助金などにより実施することとした場合には、競争的環境の醸成が期待できないととも

に、他大学との差別化を図ろうとする意識から、優れた取組は当該大学のみで実施され



ることも考えられ、薬学教育の活性化にはつながらない。

⑬ 指標・参考指 【指標】
有 標 ①本事業に対する申請と選定の状況

②各大学が作成した実績報告や事例集等の発行状況、フォーラムの開催状況、それらに
効 対する社会的反響

③関係者の反応（教育が改善・充実したと感じた学生、教員、医師及び関係機関の割合等）

性 効果の把握の ・上記①～②の指標については、本事業に対する応募と選定の状況、選定された取り組
仕方 みの実績報告、作成した事例集や開催したフォーラムへの社会的反響等を通じて把握す

る。
・上記③の指標については、選定された大学等を通じて学生等へアンケート調査を行い
把握する。
・現在、薬学教育関係者により検討が進められている第三者評価において、薬学教育の
質の向上のレビューを行う。

得ようとする 既に実施済みの他事業において、大学間の競争的環境の醸成による教育への取組の活
効果の達成見 性化が図られている効果を考慮すると、本事業についても、得ようとする効果は十分達
込み及びその 成することが可能であると判断。
判断根拠

⑭公平性、優先 本事業は、大学教育の改革の推進において、国立・公立・私立の設置形態の別に関わ
性 らず、公平に支援することができるとともに 「経済財政運営と構造改革に関する基本、

方針 （平成 年 月 日閣議決定 」に記載されている「高等教育の質的向上を2005 17 6 21 ）
図るため、･･･国公私立を通じた競争原理に基づく支援へのシフトを更に推進する･･･」
にも合致しており、優先すべき政策である。

⑮評価に用いた
データ・情報
・外部評価等

⑯備 考 本事業は、２１世紀ＣＯＥプログラム、特色ある大学教育支援プログラム、現代的教
、「 」育ニーズ取組支援プログラム等とともに 国公私立大学を通じた大学教育改革の支援

として、高等教育の活性化を促進する事業である。



６年制薬学教育の 質の高い薬剤師 医療の質
充実・活性化 の養成 の向上

大学薬学部等
６年制薬剤師養成のための教育内容・教育方法の開発など

他大学

６年制薬学教育支援プログラム

平成１８年度から
薬剤師養成が６年制に！

文部科学省
薬学教育の充実・活性化のための国公私立大学の取組を支援 厚生労働省

現職薬剤師の
研修や実務実
習対応の指導
薬剤師の講習
会経費等 を

予算措置

国公私立を通じた競争的環境の中で選定、重点的な財政支援

地域関係機関

連携
協力

医療技術の高度化・医薬分業の進展
に伴う、医薬品の安全使用・薬害防止
等社会的要請の高まり

質の高い薬剤師養成のための教育内容・方法の開発や展開等に
取り組む優れたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを選定
（薬学部（薬剤師養成の6年制の学科）を置く大学を対象）
○テーマ例
・臨床能力向上に対応する実践型の薬剤師養成教育の推進
・医療の高度化に対応した医療薬学教育の構築と展開
・豊かな人間性、高い倫理観・コミュニケーション能力を備えた薬剤師
養成のための教育改善・工夫

平成１８年度概算要求額 ： ４億８千万円
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※ 法施行後（１８年４月）、平成２９年４月入学者まで

薬学教育改革の概要
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